
開隆堂の英語
コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ
イングリッシュ・ナウ

●�教科書およびこの内容案内は，環境に配慮した
用紙やインキを使用しています。

「授業は英語で」を強力にサポートする教師用指導書
・Teacher’s Manual：６点セット
　①指導書（解説編），② Teacher’s Book，③オーラル・インタラクション用チャート，
　④基礎文法ワークシート（各課の文法事項を易しく整理してまとめ，定着をはかります。）
　⑤本文理解確認ワークシート（各課の内容理解・文法の確認，日本語訳をおさえます。）
　⑥�教科書データ CD-ROM（教科書 PDF データ／教科書本文データ／本文日本語訳／評価用テ

スト問題／スラッシュリーディング用ワークシート／単語・熟語問題作成プログラム，他）。
・学校用 CD：教科書完全準拠の音声教材。６枚組

ワークブック　：B5 判・96 ページ（Ⅰ・Ⅱ巻とも）

左ページに教科書本文，右ページに内容理解の設問の見開き構成。予習・復習に活用できます。

25〜28年度用
平成

高等学校英語教科書

内容案内



Warm-Up

この課の目標

Kawaii
Lesson

彩花とケビンが自分の弁当について話しています。英語

を聞いて，内容に合う写真を選びましょう。

□ 日本文化についての外国人のさまざまな感じ方を理解する。
□ 現在完了形と現在完了進行形を含む文の意味と使い方を理解し，表現できる。

5

a. b. c.

1. 彩花 （　　　）

2. ケビン （　　　）

AKB48のフランス公演

　あなたは，どんなものを見たときに「カワイイ！」と言いますか。外国の人々は日本のどんな
ものを「カワイイ！」と思うのでしょうか。

Q 1 Are anime  and idol groups some examples of Japanese pop 
culture? □ Yes □ No

Q 2 Is the word kawaii  only used in Japan? □ Yes □ No

Q 3 Do many people in the world l ike Japanese kawaii  culture? □ Yes □ No

How many times do you say kawaii  in a 

day?  What kind of kawaii items do you have 

with you today?  Thanks to Japanese pop 

culture such as anime and idol groups, the 

Japanese word kawaii  has become an 

international word.  Nowadays, a lot of 

people in the world like Japanese kawaii 

culture.

□ item(s)
  [áit4m(z),
アイタム（ズ）]

 thanks to～
  ～のおかげで
□ pop
  [p9p, パプ ]
□ culture
  [k~lt14®, 
カルチャァ ]

 such as～
  ～のような
□ idol
  [áidl, アイドル ]
□ international
  [int4®n"14nl, 
インタァナシャヌル ]

□ nowadays
  [náu4deiz, 
ナウアデイズ ]
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□ set [set]
  set up ～   
～を設置する

□  solar-energy 
[sóul4®én4®d3i]

□  system 
[síst4m]

□  construct(ed) 
[k4nstr~kt(id)]

□  wind 
[wind]

□  power 
[páu4®]

□  driven 
[drív4n]＜drive
□  entirely 

[entái4®li]
□  natural 

[n"t1›r4l]
□  complete 

[k4mplí:t]

2

Q 1 What are the two kinds of energy used for the car?　　　　　　　　　　　　

Q 2 How many years did it take to complete this project?　 　　　　　　　　　　

5

They wanted the car to be really eco-

friendly, so they set up a solar-energy 

system and constructed a wind power 

station.  The car can be driven entirely by 

natural energy.

It took two years to complete this project.  

It was a long and hard experience, but the 

students learned many things.
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Lesson 9    The Zero Emissions Project

□  comment(s) 
[k•m4nt(s)]

□  positive 
[p•z4tiv]

□  exhibit(ed) 
[igzíbit(id)]

  Next-
generation 
Automotive 
Industry 
Exhibition 
[nekst 
d3en4réi14n 
5:t4móutiv 
índ4stri 
eks4bí14n]

□  surely 
[1ú4®li]

□  inspire(d) 
[inspái4®(d)]

□  achievement(s) 
[4t1í:vm4nt(s)]

Q 3 What is one of the things that the students learned?　　　　　　　　　　　　

Q 4 Were there many cars bui l t  by high school students in the 
Next-generation Automotive Industry Exhibition? □ Yes □ No

Here are some comments from the students:

“I learned that communication with team 

members is important.”

“I learned to be positive.  My teacher said, 

‘Let’s try it, and see what happens.’  Making 

mistakes is better than doing nothing.”

Their electric car was exhibited in the 

Next-generation Automotive Industry 

Exhibition.  It was the only car built by high 

school students.  Future high school students 

will surely be inspired by their achievements.

5
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説明文の課では 1 で概要
を，2 で具体的な内容を
展開する構成なので，本文
を容易に理解できます。

内容理解を確認する簡単
な Yes/No Question
で，「授業は英語で」を
無理なく進められます。

やさしいリスニング活動で
レッスンを導入し，題材へ
の興味付けを図ります。

本文はⅠ巻と同じ程度の
やさしさです。

Ⅰ巻のやさしさがⅡ巻へとスムーズにつながります。中学の復習に重点を置いた，やさしい教科書です。

はじめに「この課の目標」
を示し，目標をもって学習
に取り組めるように工夫し
てあります。

〈Ⅰ巻 Lesson 5 より〉 〈Ⅱ巻 Lesson 9 より〉

●Ⅰ巻は Lesson 4まですべて中学の復習です。
●楽しく，生徒に身近な題材
　Lesson 2：携帯メッセージに見る日・英「顔文字」の違い
　Lesson 5：日本発の「カワイイ」文化
　Lesson 7：高校生レストラン「まごの店」
●中学基礎語 640 語の上に，Ⅰ巻での新語 394 語を学習します。

●Ⅱ巻の新事項は 3 つだけ。主にⅠ巻の復習をします。
●興味を引きつける，夢のある題材
　Lesson 4：外国人から見たニッポンの不思議
　Lesson 8：夢を持ち続けることの大切さ
　Lesson 9：高校生たちが作った究極のエコカー
● Ⅱ巻はⅠ巻の上に 681語（内，本体に 365 語，付録の活動用に 316 語）

がんばる
高校生を応援
する話題



英語のしくみ 
文構造を学ぼう ③（ＳＶO：主語＋動詞+目的語）1

2

主語（S）「～は 」「～が 」 動詞（V）「～する 」 目的語（O）「～を 」

Snow White ate  the apple.

The queen liked talking to the mirror.

The queen wanted to be the most beautiful lady.

　上の文を見てみましょう。Snow White ateの次に何を食べたのかを示す必要があります。the 

appleのように，「～を 」にあたる語句を目的語（O）と呼びます。目的語は動詞のうしろにおき，
「主語（S）+動詞（V）+目的語（O）」という語順になります。
　目的語になるのは，「名詞 」，「動名詞（動詞の-ing形）」，「to+動詞の原形 」などです。

1.  白雪姫は，森に住むことを決めました。
（ to live in the woods / Snow White / decided ）.

2.  王妃は，ひそかな計画をもっていました。
（ had / the queen / a secret plan ）.

3.  おばあさんに会うのをやめなきゃいけないよ。
（ you / seeing the old woman / must stop ）.

1.  王と王妃は，赤ちゃんを白雪姫と名づけました。
（ Snow White / the king and the queen / named / their baby ）.

2.  白雪姫は3つ目のベッドはやわらかすぎると思いました。
（ found / Snow White / too soft / the third bed ）.

3.  白雪姫は最後のベッドがちょうどよいと思いました。
（ just right / Snow White / the last bed / found ）.

正しい英文になるように,（　　　）内の語句を並べかえましょう。文頭は大文字
で始めましょう。ヒント：下線部は「～を 」（目的語）にあたります。

正しい英文になるように,（　　　）内の語句を並べかえましょう。文頭は大文字
で始めて，文が完成したら文構造を意識しながら音読しましょう。

Drill

 ひとり（ひとつ） ふたり（ふたつ）以上

 ～は［が］ ～の ～に［を］ ～のもの ～は［が］ ～の ～に［を］ ～のもの

私 I my me mine we our us ours

あなた you your you yours you your you yours

彼女 she her her hers

they their them theirs彼 he his him his

それ it its it ＊

●主語として使う代名詞と，目的語として使う代名詞では，形が違うものがあります。

      The hunter took Snow White to the woods.  He （=the hunter） did not kill her （= 
Snow White）.  He saved her.  She （=Snow White） thanked him （=the hunter）.
     Snow White took the apple from the old woman.  She （=Snow White） ate it 
（=the apple）.

1.  The queen was not Snow White’s mother.  She did not love （ it / her ）.
2.  Snow White had seven friends in the woods.
（ She / They / We ） were very kind to her.

3.  Snow White saw seven beds in the room.  She touched （ it / them / her ）.

文脈に合うように，（　　　）内から正しい代名詞を選びましょう。Drill

文構造を学ぼう ④
（ＳＶOC：主語＋動詞+目的語＋補語）
2

主語（S）「～は 」「～が 」 動詞（V）「～する 」 目的語（O） 補語（C）

They called her Snow White.

Snow White found the first bed too hard.

The queen thought herself beautiful.

　「文構造を学ぼう② 」（p.27）で学習したSVCの文構造を思い出しましょう。
　She was Snow White. （She = Snow White）
　The first bed was too hard. （too hard（固すぎる）はthe first bedの性質）
　SVCの構文は，このように主語が何であるかを述べたり，主語の性質を説明したりするときに用
います。このSVCの意味を中に入れたのがSVOCの文構造です。
　They called her Snow White. （彼らは彼女を白雪姫と呼んだ。）
　この文の下線部にはShe was Snow White. という意味が含まれています。
　Snow White found the first bed too hard.

　この文の下線部にはThe first bed was too hard. という意味が含まれています。
　このようにSVOCの文構造では，C（補語）は，その直前にあるO（目的語）が何であるかを述べたり，
性質を述べたりします。

Drill

□ queen [kwi:n, クウィーン] □ plan [pl2n, プラン] □ hunter [h~nt4®, ハンタァ]
□ kill [kil, キル] □ save(d) [seiv(d), セイヴ（ド）]
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〈Ⅰ巻 英語のしくみ② より〉

A C T I V I T Y

C  living room 居間 □ bedroom(s) [bédru:m(z), ベドルーム（ズ）] □ dining [dáini7, ダイニング ]

A  □ doctor [d•kt4®, ダクタァ ] □ photographer [f4t•gr4f4®, ファタグラファァ ]

the book which I lent you last week

the book which is famous in the U.S.

cashier

e.

　関係代名詞（which, that, who）を使って，人や物をくわしく説明することができます。

物を説明するとき
　whichか thatを使います。英語と日本語を比べてみましょう。
　1. 主格のとき
　  （英語）　  

　  （日本語） これは アメリカで有名な  本 です。　

　2. 目的格のとき
　  （英語）　  

　  （日本語） 先週私があなたに貸した  本 を返してもらえますか。　

人を説明するとき
　whoか thatを使います。

　  （英語）　  

　  （日本語） ドアのところに立っている  女の子 は私の妹です。

1. This is a person who teaches a subject at school. (　　)

2. This is a person who plays baseball. (　　)

3. This is a person who sells things in a shop. (　　)

4. This is a person who takes pictures. (　　)

5. This is a person who takes care of sick people in a hospital. (　　)

　職業あてゲームをしましょう。ペアになって，ひとりが下の1. ～ 5.の職業について
の英文を読みあげ，もうひとりは下からそれにあてはまる職業を言いましょう。

Word Box

kitchen キッチン
garden 庭
vegetable garden 家庭菜園

CONVERSATION

DRILL 「どのような物や人なのか」がわかるように日本語にしましょう。

(1) What are the things that you need to play soccer?

(2) Ms. Smith is the English teacher who taught our class last year.

②KEY POINT 人や物をくわしく説明する言い方②

　自分が住みたい家について話しています。ペアで練習してから，下線部を1. ～ 3.の語句に
おきかえて言いましょう。4.は自分で考えましょう。

A: What’s your dream house?

B: I want to live in a large house.

A: A large house?

B: Yes.  A large house which has a large living room.

 1.①small / ②a large window

 2.①large / ②seven bedrooms （寝室）

 3.①large / ②a large dining room （食堂）

 4.                        /                       

Could you return the book  which  I lent you last week ?

This is the book  which  is famous in the U.S.

K  □ return [rit$:®n, リターァン ] □ lent [lent, レント ] ＜□ lend [lend, レンド ]

�ase�a��� ��a �e r

a.
�eacher

b.

��c��r

c.

�h����ra�her

d.

①

①

① ②

目的格の関係代名詞
は省略できるよ。

 The girl  who  is standing at the door is my sister.
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Lesson 7   Mago no Mise
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〈Ⅰ巻 Lesson 7 より〉

コミュニケーションを支える文法を重視しています。

開隆堂出版株式会社
〒113-8608  東京都文京区向丘1丁目13番1号　☎03-5684-6111　http://www.kairyudo.co.jp/

AC

教科書番号 標準単位 判型 ページ数 基礎語数 新語数
Ⅰ巻 コⅠ 304 3 単位 B5 判 136 ページ 640 語 394 語

Ⅱ巻 コⅡ 304 4 単位 B5 判 152 ページ 1,034 語 681 語

●著作者
　松林　世志子	（東京国際大学准教授）
　平川　眞紀子	（文教大学教授）
　八島　等	 （広島大学附属高等学校教諭）

高田　智子	 （明海大学准教授）

前田　ジョイス	（東京国際大学准教授）
開隆堂出版編集部

ENGLISH NOW English Communication 　　・III

どの生徒も知っているおと
ぎ話のストーリーを使った
わかりやすい例文で文法・
文構造を学習します。
Ⅰ巻：『白雪姫』
Ⅱ巻：『不思議の国のアリス』

図解やイラストを多用して，文構
造の理解を容易にしています。

4技能を統合したコミュ
ニケーション活動により，
英語を使えるようになる
ことが実感できます。

※ ENGLISH NOW はⅠとⅡのみの発行となります。


